
令和７年度 第１回 学校運営協議会 議事録 

 

校名 府立桃谷高等学校 

校長名 真田 誠 

 

開催日時 令和７年 ７月 １８日（金）14:00 ～ １５:３０ 

開催場所 府立桃谷高等学校 多目的教室１ 

出席者（委員） 
梅田和子会長、長畑卓志副会長、篠崎靜夫委員、髙河原健委員 

筋原章博委員 

欠席者（委員） 滋野幸子委員 

出席者（学校） 
真田校長、福島准校長、岡本事務部長、平田主査、吉田教頭（定時制）、 

北田教頭（通信制）、森口教頭（通信制）、定時制教職員、通信制教職員 

傍聴者 なし 

協議資料 令和７年度学校経営計画 

備考 令和８年度使用教科用図書選定理由書の確認 

 

議題等（次第順） 

1.開会 2.校長挨拶 ３．委員・事務局紹介 ４．会長・副会長の選出（梅田会長、長畑副会長） 

５.説明・協議①通信制の課程 ②定時制の課程 ６.准校長謝辞 ７.閉会 

協議内容・承認事項等（意見の概要） 

令和７年度 学校経営計画について 

【通信制の課程】 

（説明） 

・ワーキンググループ（WG）を組織し、通信制の機能強化、２期制及び半期認定の導入、入学機会の確保など

に向けて動いている。 

（委員より） 

・改革をすすめていくにあたり、教員の働き方改革についてもすすめてもらいたい。 

・半期認定に伴う秋卒業をする生徒の進路保障について検討をすすめてもらいたい。 

・通信制の需要が高まっているため、入学希望者の受入れについて様々検討をすすめてもらいたい。 

【定時制の課程】 

○入学者の増加 

→昨年度１０９名⇒今年度１２４名のスタート、例年中卒当年度は１～２名程度だったが今年度は１３名。 

○授業改革 

→コンピテンシーを生徒へ浸透させる。コンピテンシーの詳細を HP に掲載。生徒たちに考査・学期末に振り返

りを行い、教員や生徒もレーダーチャートで視覚的に確認しやすいものを作っている。 

○日本語指導 

→日本語指導が必要な生徒が今年度６名増えて２２名に。プロジェクトチーム（PT）を立ち上げ、教員ならだれ

でも日本語指導の授業を担当できるように、日本語指導ＰＴで活動をおこなっている。 

○公式 Instagramの開設 

（委員より） 

・コンピテンシーは生徒自身の自己評価の形式で行っているのは面白い取り組みである。 

・日本語指導の必要な生徒たちの進路や進学についての課題へどう向き合うか。 

・新入生の入学増につながっているが、今年度の入学者の様子や状況等について学校定着ができるように。 

 

令和８年度 使用教科用図書選定理由書 

○とくに意見なし。 
 


